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島から世界へ
――幕末地理学者柴田収蔵の知のあゆみ
森 山  武
は じ め に
　柴田（新発田）収蔵（1820–1859）は、佐渡の小港・漁村に四
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船路之記」8 という天保 10 年（1839）の旅日記があるが、それとこのメモを比べれば、この佐
渡の青年の地理的認識が 3 年の間にいかに変貌したかに驚く。
　収蔵の知的地平の変革は、冒頭の「石井氏」、佐渡奉行所地方付絵図師を務める石井夏海
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9 成田「柴田収蔵について」337–339 頁。
10  石井夏海の江戸遊学は 1804 年から約 2 年とされる。「石井夏海・文海年譜」、佐渡博物館編刊『昭和 54 年度
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佐研究』24 号（1966 年）、42–51 頁を参照。
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勤日記』（平凡社、1973 年）。但し、石井父子や収蔵の名は登場しない。












球図」がある。天保 14 年（1843）6 月 6 日、夏海が「露木氏」より借りたものを収蔵に見せて
くれた。二日後に貸してもらい、自宅に帰ると憑かれたように複製を始める。日記に「写す」
とあるのが 28 日にも渡る。7 月 22 日に「写し終」わり、23 日から 27 日まで「彩色」、「裏打
ちす」「表紙を拵る」と進み、完成するのが 8 月 4 日である 16。上杉和央が明らかにした 18 世









収蔵の村、宿根木は狭い入り江に百姓家 77 軒、寺院 4（時宗の称光寺とその三支院）神社 1 が
密集する小さいコミュニティである 19。例として、まず上の司馬江漢の地球図について見てみ
たい。天保 14 年 8 月 4 日、収蔵は複製品が完成すると自分の読み書き師匠であった「終平様」
に見せに行っている。次に見せたのが「抱雲師」。そのあとは、近村の医師「周徳子」の弟が
見せて欲しいと訪問して来たり（8 月 14 日）、また村の「与一左衛門殿」「孫四郎殿」などに見
せたりしている（9 月 15 日）。使われている敬称にも留意しながらこれを見てみると、「終平様」
こと、高津終平は 261 石積の船を持つ海運業者で村の知識人。敬称「様」が柴田家（屋号「長五郎」）
より格上であることを示している。宿根木村には終平のような廻船持ち 11名が計 13艘を操り、
14 『新潟県史通史編』（新潟県、1988 年）第 3 巻 57–59 頁及び第 4 巻 72 頁参照。
15 日記 B2、215、294、298 頁など参照。
16 日記 B1、214–241 頁。
17 上杉和央『江戸知識人と地図』（京都大学学術出版会、2010 年）。
18 日記 B1、45、127 頁。
19 宿根木本村に隣接する新田村などを入れると百姓家は合計 120 軒。日記 B1、5 頁参照。
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　天保 14 年の 8 月 25 日、収蔵は初めて父に江戸への医学修行を相談。家族・親戚の承諾、そ
して佐渡奉行所の出国許可を得て、9 月 22 日収蔵は第 2 回の江戸遊学へ旅立つ。天候が許さ













27 日記 B1、141–145 頁。
28 塚本『地方文人』185 頁。
29  地方文人の「業余風雅論」については、高橋敏『日本民衆教育史研究』（未来社、1978 年）、194–195 頁、杉
仁『近世の地域と在村文化―技術と商品と風雅の交流』（吉川弘文館、2001 年）、46 頁、Takeshi Moriyama, 
Crossing Boundaries in Tokugawa Society: Suzuki Bokushi, a Rural Elite Commoner (Leiden: Brill, 2013), pp. 85–86 等を参照。
30 日記 B1、256–328 頁参照。
31 日記 B1、338–360 頁参照。
32 日記 B1、352 頁。
33 「書翰類」日記 A2、308–310 頁。
34 収蔵の医師ネットワークは速水「近世佐渡における書籍を巡るネットワーク」、34–43 頁に詳しい。
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四年丁未〔1847〕日記」「弘化五年嘉永元年戊申〔1848〕日記」には、収蔵が自村で新米医師と
して村人の診療に励みながら、世界地図製作にも意欲を燃やしていることが出てくる。自作の
世界地図は二つ作られたようだ。まずは弘化 3 年（1846）の 1 月から「彩色」（1 月 21 日～ 2 月
23 日）「縮図」（3 月 18 日～ 21 日）「草稿」（3 月 26 日～ 4 月 3 日）「裏打ち」（4 月 3 日）「校合」（4
月 4 日）という作業が記録されている。この間には診療に来た患者「彦兵衛」「勘二郎」に作
品を見せたりもしている 35。そして 1 年半後、バージョンアップされたものだろうか、「自製の
地球図を写し始める」（弘化 4 年 11 月 20 日）という記述があり、今度は「楕円地球図」と「両





　収蔵が後年出版する『蝦夷接壌図』もその草稿らしき地図が弘化 3 年（1846）11 月 27 日か





捷覧』という世界各国の地名ハンドブックを嘉永 6 年（1853）に出版するが、この草稿も 1846
年 4 月に編まれている。この種本はおそらく箕作省吾の『坤輿図識』（1845 年刊）かと思われる。




（1846）9 月 20 日の記事では伊東玄朴塾の学友「粟田氏」から受け取った手紙を、「琉球へ仏
蘭西船三艘、英吉利船一艘何れも軍艦渡来致、右に付薩州侯にも帰国」、「長崎へも仏蘭西船
三艘」、「浦賀港へも北亜墨利加〔……〕兵艦二艘来着」、「実に方今可憂之一大事なり」などと
書き写している 42。これは順に、琉球来着のフランス船（1844 年 3 月）、イギリス船サラマン号
（1845 年 5 月）、長崎へのフランス艦隊セシーユ来航（1846 年 6 月）、そしていわゆる浦賀ビッド
35 日記 A1、263–287 頁参照。
36 日記 A1、473–479 頁参照。
37 日記 A1、263、478 頁。
38  佐渡博物館編「石井夏海・文海年譜」に「1841 年　文海　川路奉行所蔵の官板地球輿地全図を写す」とある
から、これが「高橋之図」かもしれない。
39 日記 A1、369–402 頁参照。
40 日記 B1、137、156 頁。日記 A1、258 頁。
41 日記 A1、286、289–294 頁参照。































43  藤田覚『近世後期政治史と対外関係』（東京大学出版会、2005 年）、280–281 頁、上白石実『幕末期対外関係
の研究』（吉川弘文館、2011 年）、85–91 頁参照。
44 日記 B2、57–58 頁。
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では、次のような書籍が江戸到着早々に購入されている。4 月 15 日、山村才助による新井白
石の世界地理書の大改訂版「訂正増訳采覧異言」（1802 年成立）。5 月には、英国のアジア侵略
を概説する嶺田楓江『海外新話』（1849 年刊）。6 月、司馬江漢の自作世界地図の解説本『地球














52  書籍以外の費用の分析は次を参照。Moriyama, “Study in Edo,” pp. 41–48. 佐渡出発以後の年末までの 9 か月間で
合計 120,713 文相当の支出が認められる。書籍費用より多額なのが飲食代で 38,469 文、全体の 31.9％を占める。
53 日記 B2、274、275 頁。写本料金は 2 回に分けて 210 文と 288 文。後者は 28 枚分とある。
54  小野寺龍太『古賀謹一郎』（ミネルヴァ書房、2006 年）。洋学への接近、洞雲らとの会合は 26–43 頁参照。
55 日記 B2、189 頁。
書および漢詩 17 点 支出計 9,785 文
世界地理 7 点 3,510 文
医学 6 点 2,287 文
絵図 14 点 1,763 文
科学 4 点 1,728 文
* 蘭語 3 点 510 文 *
兵学 1 点 200 文
雑類 22 点 3,121 文
計 74 点 22,905 文
表 1





















いる。「古賀へ行き先生より地球図を借りて楕円図之稿をなす」（7 月 23 日）。同様の記載が翌






れたかを語る史料は発見されていない。成田は出版費用が 12 両 3 分と 5 匁だったとするがそ
の典拠を示していない 61 。




56 日記 B2、192 頁。
57 日記 B2、200–201 頁。
58 日記 B2、212 頁。
59 海原徹『近世私塾の研究』（思文閣出版、1983 年）、259 頁参照。
60 日記 B2、212 頁。
61 成田「柴田収蔵について」、366 頁。
99

























日付 場所 店 題 分野 値段 *
04/09 蔵前 屋台 『古今奇事一覧』『朝鮮征伐』『江戸町尽』 雑類 48 文
04/12
浅草 文淵堂
『嚢中錦心』2 冊 漢詩 252 文
林則徐『太上感応篇』 雑類 200 文
上野 屋台 『成親王百家姓』 書 150 文
04/14
浅草 須原屋伊八 『改正蛮語箋』二 蘭語 10 文
池之端 岡村庄助 『（九成宮）醴泉銘』一 書 300 文
04/15 浅草 朝倉久兵衛 『増訳采覧異言』1–9 地理学 2,048 文
04/17 池之端 岡村庄助 『朱柏廬治家格言』1 雑類 172 文
04/21 浅草 朝倉久兵衛 『快雪堂法帖』 書 3,246 文
04/23 日本橋 須原屋茂兵衛 『欧陽詢楷書千字文』 書 12 文
04/25 池之端 岡村庄助 『清枕志祖楷書千字文』 書 998 文
05/02 柳原 （―）** 『当世（名家？）評判記』 雑類 72 文
05/05 池之端 住吉屋茂兵衛 「豊公信長公焼香之図」3 枚 絵図 100 文
05/06 学友藤田弘庵 『掌中和漢年代記（集成）』 雑類 80 文
05/15 池之端 岡村庄助 『夢英大師碑』 書 1,935 文
05/23
学友池田洞雲 『海外新話』 地理学 初回支払い分774 文
池之端 岡村庄助
『米庵行書臨本』一帖 書 549 文
『江戸下谷辺切図』 絵図 120 文
06/02 池之端 岡村庄助
『清祷詠隷書千字文』 書 520 文
『江戸切絵図』 絵図 132 文
「世の中あんど」の摺物 絵図 32 文
06/08 両国 （―） 『日本橋南切図』 絵図 132 文
06/09 池之端 岡村庄助
『虚字解』二 雑類 300 文
『（古今）図書集成坤輿典』 雑類 300 文
『薩州漂客見聞録』一／
『求竜説一求言録』一 雑類 48 文
06/12 池之端 岡村庄助 『（古今）図書集成初篇』一 雑類 150 文
06/13 御成道 英文蔵 （伊豆？）七島方角絵図 地理学 72 文
06/21
昌平坂 （―）
『地球全図略説』（司馬江漢） 地理学 132 文
『七島日記』（ 欠本） 地理学 180 文
池之端 （―） 『日本橋北切図』 絵図 132 文
池之端 岡村庄助 『菱湖麯生帖』 書 572 文
06/27
学友上村周聘 『病学通論』 医学 566 文
両国 玉厳堂 『開巻百笑』 雑類 238 文
07/02 蔵前 屋台 『絵本万国新語』 雑類 38 文
07/03 下谷 朝倉屋喜助 『天民』臨本 書 549 文
07/05 蔵前 田中長蔵 『植学啓原』 科学（植物学） 599 文
07/09 蔵前 田中長蔵 『病名彙解』五 医学 774 文
07/16 池之端 岡村庄助 『薬品手引草』 医学 649 文
別表：柴田収蔵嘉永 3年（1850）江戸での書籍・絵図関係購入リスト
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07/21 池之端 岡村庄助
『海外異伝』 地理学 180 文
絵本横山本 雑類 64 文
08/09 （―） （―） 難病療治錦画 6 枚 絵図 148 文
08/12 池之端 岡村庄助 『方円星図』 科学（天文学） 300 文
08/24 上野 （―）
『詩文千字文』一 書 200 文
『上うけ用文』一 書 16 文
09/01 池之端 （―）
当時流行三幅対 書 48 文
摺物「骨折鋸鏝療治」 医学 48 文
09/10 池之端 岡村庄助 『地球小図』一 地理学 124 文
09/12 両国
屋台 『柳樽』2 冊 雑類 32 文
（―）  欲と云ふ獣の図 絵図 28 文
09/15 池之端仲町 岡村庄助
『妙々奇（談）』前後篇 4 冊 雑類 300 文
『砲術語匠』 軍事 200 文
09/19 池之端仲町 岡村庄助 『和蘭天説』「天球図」 科学（天文学） 649 文
09/26 池之端仲町 岡村庄助 『客杭日記』 書 90 文
10/09 池之端仲町 岡村庄助 『江戸人名録』 雑類 164 文
10/10
田原町 （―） 『篆書千字文』 書 48 文
浅草 朝倉屋
『外科要寸』 医学 150 文
『医原枢要』 医学 100 文
『和蘭語注解』 蘭語 500 文
池之端仲町 岡村庄助 『雲庵将軍碑』 書 300 文
10/17 浅草 朝倉久兵衛 「平賀実記」 雑類 200 文
10/18 広小路 屋台 『奇事拾記』 雑類 32 文
10/26
湯島 （―） 『諸役大概順』 雑類 72 文
池之端仲町 岡村庄助 亥年之暦 雑類 48 文
10/28
池之端仲町 岡村庄助 江戸絵図 絵図 200 文
蔵前 田中長蔵 『天之柱』一 雑類 250 文
10/29 池之端仲町 岡村庄助 『セインタキス』 蘭語 （―）
11/01 友人高木玄仲 「東岳鶏之画」一 絵図 499 文
11/04 広小路 （―）
餅搗絵 2 枚 絵図 40 文
膝栗毛絵 4 枚 絵図 124 文
11/09 両国 屋台 笑本及欲之画 絵図 32 文
11/16 （―） （―） 「大小児及琉球人来朝行列之図」 絵図 44 文
12/17 御成道 英文蔵 『菌譜』2 冊 科学 180 文
12/28
日本橋 屋台 『煎茶小述』 雑類 64 文
御成道 英文蔵 『しりふごと』2 冊 雑類 250 文
合計 22,905 文
「嘉永三年諸雑費」（『柴田収蔵日記 2』東洋文庫、257–280 頁）より作成。
* 値段は文換算。　**（―）は記載なし。
